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関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ

ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
様
々
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
に
開
発
教

育
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
る
。
私
が
開
発

教
育
と
出
会
っ
た
の
は
、
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
で
イ
ン
ド
や
フ
ィ
リ

ピ
ン
な
ど
を
訪
ね
た
経
験
か
ら
、

途
上
国
と
先
進
国
の「
南
北
問
題
」

に
関
心
を
持
っ
た
か
ら
だ
。
こ
の

問
題
の
原
因
を
理
解
し
、
そ
れ
ら

が
自
分
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
た
り
、
人
間
の
尊
厳
を

前
提
と
し
、
世
界
の
文
化
の
多
様

性
を
理
解
し
た
り
す
る
こ
と
な

ど
、
開
発
教
育
で
学
ぼ
う
と
す
る

内
容
に
共
感
し
た
。
ま
た
、
開
発

教
育
が
か
か
げ
る
①
知
る
こ
と
②

考
え
る
こ
と
③
変
わ
り
、
行
動
す

る
こ
と
を
通
し
て
、
共
に
生
き
る

こ
と
の
で
き
る
公
正
な
社
会
を
実

現
し
て
い
く
と
い
う
目
標
は
、
社

会
科
の
教
員
で
も
あ
っ
た
自
分
に

と
っ
て
、
こ
れ
よ
り
先
も
仕
事
を

続
け
て
い
く
目
標
と
も
な
っ
た
。

さ
ら
に
開
発
教
育
が
参
加
型
の
手

法
を
用
い
る
こ
と
も
魅
力
的
で
、

体
験
的
に
学
ぼ
う
と
開
発
教
育

セ
ミ
ナ
ー
に
通
う
よ
う
に
な
り
、

２
０
０
０
年
度
か
ら
本
セ
ミ
ナ
ー

の
運
営
委
員
を
続
け
て
い
る
。

さ
て
、こ
の
７
月
、本
セ
ミ
ナ
ー

か
ら
生
ま
れ
た
４
冊
目
の
教
材
本

『
身
近
な
こ
と
か
ら
世
界
と
私
を

考
え
る
授
業
Ⅱ
』が
出
版
さ
れ
た
。

３
冊
目
の「
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
」

「
コ
ン
ビ
ニ
」「
牛
肉
」「
野
宿
問

題
」
に
続
き
、「
オ
キ
ナ
ワ
」「
多

み
ん
ぞ
く
ニ
ホ
ン
」「
核
と
温
暖

化
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
い

ず
れ
も
私
た
ち
自
身
の
く
ら
し
か

ら
世
界
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
れ
は
途
上
国
と
先
進

国
の
関
係
に
注
目
し
た
開
発
教
育

か
ら
発
展
し
て
、
日
本
社
会
に
お

け
る
〝
南
的
〟
な
課
題
を
構
造
的

に
理
解
す
る
試
み
で
も
あ
る
。

こ
う
し
た
教
材
の
作
成
も
、
年

に
６
回
、
１
泊
２
日
を
基
本
と
し

た
本
セ
ミ
ナ
ー
で
の
学
び
が
基
礎

と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
多

み
ん
ぞ
く
ニ
ホ
ン
」
と
い
う
テ
ー

マ
に
関
連
し
た
講
師
に
は
、
私
の

知
っ
て
い
る
だ
け
で
も
、
廣
瀬
聡

夫
さ
ん
、
陳
天
璽
さ
ん
、
榎
井
緑

さ
ん
、
田
中
宏
さ
ん
、
リ
リ
ア
ン
・

テ
ル
ミ
・
ハ
タ
ノ
さ
ん
、
鈴
木
健

さ
ん
、
村
木
美
都
子
さ
ん
、
犬
養

光
博
さ
ん
が
挙
げ
ら
れ
る
。
時
に

は
東
九
条
や
筑
豊
な
ど
の
現
場
を

歩
き
な
が
ら
、
講
師
と
参
加
者
と

共
に
話
し
合
い
を
積
み
重
ね
て
き

た
。
教
材
化
に
あ
た
っ
て
は
、
私

は
主
に
在
日
コ
リ
ア
ン
の
と
こ
ろ

を
担
当
し
た
が
、
当
事
者
の
声
を

聞
き
、
彼
ら
の
歴
史
的
な
経
験
を

伝
え
た
い
と
思
っ
た
こ
と
、
少
し

ず
つ
で
も
権
利
を
回
復
し
て
き
た

過
程
を
知
り
、
社
会
を
変
え
ら
れ

る
こ
と
を
感
じ
て
欲
し
い
と
思
っ

た
こ
と
、
朝
鮮
学
校
の
お
こ
り
に

は
奪
わ
れ
た
言
葉
や
文
化
を
取
り

戻
し
た
い
と
い
う
普
遍
的
な
思
い

が
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
た
い
と

思
っ
た
こ
と
な
ど
、
そ
れ
ま
で
感

じ
た
り
学
ん
だ
り
し
て
き
た
こ
と

を
盛
り
込
も
う
と
し
た
。

今
年
度
の
第
５
回
開
発
教
育

セ
ミ
ナ
ー
（ 

11
月
10
日
・
11
日
）

で
は
、
こ
の
新
し
い
教
材
本
を
媒

介
に
、「『
多
み
ん
ぞ
く
ニ
ホ
ン
』

を
生
き
る
～
在
日
コ
リ
ア
ン
と

ベ
ト
ナ
ム
難
民
～ 

」
と
題
し
て
、

日
本
社
会
の
問
題
を
探
り
、
共
生

社
会
の
あ
り
方
を
と
も
に
考
え

る
。
続
く
第
６
回 

（
12
月
８
日
・

９
日
）
の
「
日
本
に
基
地
は
も
う

い
ら
な
い
！
？
～
沖
縄
を
太
平
洋

の
要
石
か
ら
平
和
を
展
望
す
る
拠

点
へ
～
」
で
は
、
今
な
お
米
軍
基

地
が
集
中
す
る
沖
縄
に
つ
い
て
、

こ
こ
に
至
る
ま
で
の
歴
史
を
ひ
も

と
く
こ
と
か
ら
始
め
る
。
本
セ
ミ

ナ
ー
で
も
沖
縄
へ
は
何
度
か
訪
問

し
た
が
、
昨
年
度
勤
務
校
で
の
研

修
旅
行
を
引
率
し
て
、
変
わ
ら
な

い
現
状
に
愕
然
と
し
た
。
そ
の
後

読
ん
だ
著
書
に
感
銘
し
て
講
師
を

お
願
い
し
た
の
は
豊
下
楢
彦
さ
ん

（
関
西
学
院
大
学
）
で
あ
る
。
セ

ミ
ナ
ー
は
教
員
に
と
っ
て
は
教
材

作
成
に
向
け
て
の
耕
し
の
時
間
で

も
あ
る
が
、
何
よ
り
自
分
自
身
の

社
会
と
の
関
わ
り
方
な
ど
を
問
わ

れ
る
こ
と
も
多
い
。
だ
か
ら
、
教

員
以
外
の
い
ろ
い
ろ
な
方
に
も
話

し
合
い
の
輪
に
加
わ
っ
て
い
た
だ

き
、
日
本
社
会
の
抱
え
る
課
題
に

つ
い
て
共
に
理
解
を
深
め
、
行
動

に
つ
な
げ
ら
れ
た
ら
と
思
う
。

 （
同
志
社
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
）

  

「
は
な
し
あ
い
」
を
積
み
重
ね
な
が
ら

�

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー
　
　

�

運
営
委
員
　
織
田
　
雪
江
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最
初
に
、
日
本
の
高
齢
化
の
ス

ピ
ー
ド
が
他
国
と
比
べ
、
格
段
に

早
く
、
そ
れ
に
日
本
社
会
が
十
分

に
対
応
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
、

テ
ー
マ
と
な
っ
た
終
末
期
医
療
を

め
ぐ
る
問
題
の
背
景
と
し
て
詳
細

な
統
計
デ
ー
タ
と
共
に
述
べ
ら
れ

た
。
さ
ら
に
講
師
は
、
自
ら
が
訪

ね
た
ス
イ
ス
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
様
子
を
具
体
的
に
示
し

な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の

現
状
の
違
い
が
何
に
起
因
す
る
の

か
を
参
加
者
に
問
い
か
け
た
。
後

期
認
知
症
患
者
が
嚥
下
障
害
な
ど

を
起
こ
す
と
、
ほ
ぼ
自
動
的
に
胃

ろ
う
が
造
設
さ
れ
、
結
果
的
に
寝

た
き
り
の
患
者
を
増
や
す
こ
と
に

な
っ
て
い
る
日
本
の
現
実
と
、
寝

た
き
り
の
高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
い

な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
実
と
の
対

比
を
通
じ
て
、
日
本
の
高
齢
者
医

療
・
介
護
の
問
題
点
が
明
確
に
さ

れ
て
い
っ
た
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

本
人
に
よ
る
事
前
の
意
思
表
示
と

自
然
死
の
受
容
が
一
般
的
に
な
っ

て
い
る
が
、
日
本
で
同
様
の
こ
と

を
実
施
す
る
に
は
、
ま
だ
様
々
な

困
難
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
今
年
一
月
に
日
本
老
年
医
学

会
が
、
胃
ろ
う
を
は
じ
め
と
す
る

延
命
治
療
の
差
し
控
え
の
可
能
性

に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
か
ら
、

変
化
の
兆
し
が
現
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
も
語
ら
れ
た
。

自
己
紹
介
お
よ
び
討
論
の
時
間

を
通
じ
て
、
参
加
者
が
抱
え
て
い

る
切
実
な
実
情
が
語
ら
れ
る
と
同

時
に
、
そ
れ
に
対
し
、
講
師
だ
け

で
な
く
、
参
加
者
の
中
に
い
た
医

療
・
福
祉
関
係
者
の
多
数
が
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
か
ら
意
見
を
述
べ
、

非
常
に
充
実
し
た
対
話
の
時
間
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
講
師
は
日

本
の
宗
教
伝
統
や
死
生
観
が
現
代

医
療
に
も
た
ら
し
て
い
る
影
響
に

つ
い
て
も
言
及
し
た
が
、
そ
の
点

に
つ
い
て
は
十
分
に
深
め
る
時
間

を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
今
後
の
企
画
に
お
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

 
●
修
学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
高
齢
を
生
き
る
―
認
知
症
・
胃
ろ
う
・

尊
厳
死
を
見
据
え
て
―
」  

第
１
回

 

「
高
齢
者
の
終
末
期
医
療
と
ケ
ア
を
考
え
る
」

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
教
授　

葛
原
　
茂
樹
さ
ん

２
０
１
２
年
５
月
１
２
日
（
土
）

的
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
同
じ
よ
う

に
敬
虔
な
信
仰
生
活
を
し
て
い

る
。キ

リ
ス
ト
教
で
は
政
教
分
離
が

広
く
認
め
ら
れ
た
考
え
方
で
あ
る

が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
シ
ャ
リ
ー

ア
と
呼
ば
れ
る
イ
ス
ラ
ム
法
を

持
っ
て
お
り
、
信
仰
生
活
と
社
会

生
活
を
規
定
し
て
い
る
。
イ
ス

ラ
ー
ム
で
は
モ
ス
ク
に
所
属
意
識

は
な
い
が
キ
リ
ス
ト
教
で
は
各
個

教
会
に
所
属
意
識
が
あ
る
な
ど
の

違
い
は
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
に
な
っ
て

日
本
社
会
も
多
文
化
共
生
社
会
を

目
指
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
対
話

を
大
事
に
し
て
、
学
校
や
職
場
に

イ
ス
ラ
ー
ム
の
人
の
祈
祷
の
場
所

を
用
意
す
る
な
ど
の
配
慮
を
し
て

い
く
な
ら
ば
、
仏
教
徒
や
キ
リ
ス

ト
教
徒
に
と
っ
て
も
恵
ま
れ
た
環

境
が
整
え
ら
れ
る
機
会
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
お
話
の
後
、
参

加
者
が
全
員
質
問
や
意
見
を
述
べ

る
機
会
が
持
て
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム

だ
け
で
な
く
外
国
人
労
働
者
と
の

関
わ
り
も
、
同
化
か
排
除
で
は
な

く
、
共
生
の
工
夫
を
大
事
に
す
る

こ
と
が
未
来
を
拓
く
鍵
で
あ
る
と

思
わ
せ
ら
れ
た
。

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー

 

●
２
０
１
２
年
度
「
神
学
生
交
流
会
」　

第
１
回

 

「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
対
話
か
ら
」

同
志
社
大
学
神
学
部
教
授　

小
原
　
克
博
さ
ん

２
０
１
２
年
５
月
１
９
日（
土
）

２
０
１
２
年
度
第
１
回
「
神
学

生
交
流
会
」
で
は
、
同
志
社
大
学

神
学
部
の
教
授
で
関
西
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

で
も
あ
る
小
原
克
博
先
生
に
イ
ス

ラ
ー
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
の
相
互
理

解
を
求
め
て
、
今
回
は
イ
ス
ラ
ー

ム
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。
参

加
者
は
、
６
人
で
あ
っ
た
が
充
実

し
た
話
し
合
い
が
持
て
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
タ
リ
バ
ン
な

ど
一
部
の
過
激
な
団
体
の
こ
と
し

か
知
ら
れ
て
い
な
く
て
、
危
険
な

団
体
で
あ
る
と
い
う
間
違
っ
た
印

象
が
広
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

ほ
と
ん
ど
の
イ
ス
ラ
ー
ム
は
紳
士
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白
浜
・
三
段
壁
で
の
自
殺
救
助

活
動
を
続
け
る
講
師
の
藤
藪
庸
一

さ
ん
は
、
最
初
に
自
殺
防
止
の
活

動
の
原
点
を
「
良
心
」
と
表
現
し

て
講
演
を
始
め
た
。
自
分
た
ち
の

活
動
を
、
行
政
へ
の
権
利
の
主
張

や
要
求
で
は
な
く
、
良
心
に
よ
る

も
の
と
し
、
自
分
た
ち
だ
け
で
も

行
う
と
覚
悟
を
決
め
て
い
る
の
だ

と
語
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う

な
時
に
、
必
ず
一
緒
に
や
ろ
う
と

い
う
人
が
出
て
く
る
の
だ
、
と
。

活
動
の
中
で
、
自
殺
を
志
願
し

保
護
し
た
人
々
の
中
に
は
、
幼
少

期
に
つ
ま
ず
い
た
人
が
多
い
こ
と

に
気
づ
き
、「
自
然
塾
」
や
「
放

課
後
ク
ラ
ブ
」「
夏
休
み
自
由
研

究
ク
ラ
ブ
」
な
ど
を
始
め
た
。
自

殺
に
追
い
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
を
減

ら
す
た
め
に
は
、
教
育
と
い
う
中

長
期
的
な
課
題
を
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
の
だ
。
こ
ど
も
の
時
代
に
信

頼
で
き
る
大
人
を
ど
れ
だ
け
持
つ

こ
と
が
で
き
る
か
、
が
ポ
イ
ン
ト

だ
と
い
う
。

講
師
の
活
動
経
験
を
踏
ま
え
た

情
熱
的
な
講
演
を
聞
い
た
後
、
活

発
な
質
疑
応
答
、
話
し
合
い
が

な
さ
れ
た
。「
多
岐
に
わ
た
る
多

忙
な
働
き
の
支
え
は
何
で
あ
る
の

か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
、
講
師

は
「
神
は
全
部
知
っ
て
い
る
、
と

い
う
確
信
」
と
答
え
た
。
自
殺
を

防
ぐ
た
め
に
打
て
る
手
は
全
部
打

つ
が
、
で
も
最
後
は
何
も
で
き
な

い
、
で
き
な
い
け
れ
ど
す
べ
て
を

知
っ
て
い
て
く
れ
る
神
が
い
る
と

い
う
確
信
が
支
え
て
く
れ
る
、と
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
開
発
教
育

の
入
門
編
と
し
て
、
無
料
で
受
講

で
き
る
。
高
校
生
か
ら
、
シ
ニ
ア

ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
参
加
者

が
集
ま
っ
た
。
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー
開
発
教
育
研

究
会
は
、
導
入
の
「
開
発
教
育
と

は
？
」
と
、
３
つ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験

し
よ
う
！
」、「
コ
ー
ヒ
ー
モ
ノ
ガ

タ
リ
」、「
マ
ー
シ
ャ
ル
と
日
本
」

を
担
当
し
た
。 

講
師
の
情
熱
あ
ふ
れ
る
言
葉

に
、
参
加
者
一
同
、
力
を
与
え
ら

れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

 
●
２
０
１
２
年
度
修
学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
若
者
の
未
来
に
寄
り
添
う

　
　

―
自
傷
、
自
死
、
カ
ル
ト
へ
の
衝
動
の
な
か
で
―
」  

第
１
回

 

「
思
春
期
ま
で
の
こ
ど
も
と
向
き
合
っ
て
学
ん
だ
こ
と
」

白 
浜 

バ 

プ 

テ 

ス 

ト 

キ 

リ 

ス 

ト 

教 

会 

牧 

師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
白
浜
レ
ス
キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表　

藤
藪
　
庸
一
さ
ん

２
０
１
２
年
６
月
１
６
日
（
土
）

 

●
２
０
１
２
年
度
「
開
発
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」  

第
１
回

 

「
開
発
教
育
入
門
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　Think Globally, Act Locally

 

　
　
　
　
～「
足
も
と
」と「
世
界
」を
つ
な
ぐ
～
」　

（
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
）　

２
０
１
２
年
６
月
３
日
（
日
）　

京
都
市
国
際
交
流
会
館

〈
主
催
〉（
独
）国
際
協
力
機
構 

関
西
国
際

セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
西
）　

（
公
財
）
京
都
市
国
際
交
流
協
会
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プログラム案内
◆関東活動センター
■日本クリスチャン・アカデミー
	 聖書講座
「旧約聖書と新約聖書―「聖書」と
はなにか」
講　師： 上村　静さん（東京大学非

常勤講師）
日　時： 2012 年 6 月～ 12 月の土

曜 日・ 原 則 月 1 回　 全 5
回　14:00 ～ 16:00

③9月29日（土）④10月27日（土）
⑤ 12 月 1 日（土）＊①②は終了

会　場： 日本キリスト教会館 6 階
会議室

参加費： 1,200 円（賛助会員 1,000
円／学生 500 円）

テキスト： 『 旧 約 聖 書 と 新 約 聖 書 』
（2011 年刊・新教出版社）

共　催： 早稲田奉仕園
■今日的課題プログラム「その後の
被災地～災害と心のケアについて」

講　師： 大江　浩さん（日本キリス
ト教海外医療協力会　総主
事）

日　時： 2012 年 9 月 21 日（ 金 ）
18:30 ～ 20:30

会　場： 日本キリスト教会館 6 階
会議室

参加費： 1,000 円（ 賛 助 会 員 900
円／学生 500 円）

共　催： 日本基督教団東京教区北支
区

◆関西セミナーハウス活動センター
■神学生交流会
2012年度第2回「病む人たちとイエス」
講　師： 榎本　てる子さん （関西学

院大学神学部准教授）
日　時： 2012 年 10 月 6 日（ 土 ）

13:30 ～ 17:00
■ 2012 年度	修学院フォーラム「エ
ネルギーを考える」

「原子力発電の根本的問題と我々の
選択」
講　師： 北澤 宏一さん（独立行政

法人科学技術振興機構顧
問・前理事長、福島原発事
故民間独立調査委員会委員
長）

  栗林 輝夫さん（関西学院
大学法学部教授）

日　時： 2012 年 10 月 7 日（日）16:00 
～ 8 日（月 ･ 祝）16:00

参加費： 12,500 円、 学 生 10,000 
円（宿泊３食込み）

■開発教育セミナー
2012 年度第 4回「脱成長の社会を

デザインする～「豊かさのものさし」
を見直す～」
講　師： 中野　佳裕さん（国際基督

教大学社会科学研究所）
日　時： 2012 年 10 月 13 日 ( 土 )
  16:00 ～ 14 日（日）12:00
参加費： 10,500 円（1 泊 2 食込み）
■ 2012 年度	修学院フォーラム　
「高齢を生きる―認知症・胃ろう・
尊厳死を見据えて」
第２回「高齢者福祉を繕う―NPO
ちいろばの働きを考える」
講　師：�君村　淳（NPO ちいろば

「晴れる屋」責任者）
  君村　千代子（NPO ちい

ろば「ス　カサ」責任者）
日　時： 2012 年 10 月 27 日（土）

12:00 ～ 15:30
会　場： あなたの居場所「ス　カサ」

（京都市伏見区）　
参加費： 1,000 円、学生 500 円（ラ

ンチ ･ コーヒー込み）

2012 年 6 月 1日～ 2012 年 7 月 31 日
� （順不同・敬称略 )　

◆関東活動センター
賛助会費
大澤　英二� 5,000
只野　　哲� 5,000
中井　博雅� 5,000
松田　俊彦� 5,000
横野　朝彦� 10,000
市川　邦雄� 5,000
島田　治夫� 2,500
横山　波子� 5,000
桃井　明男� 5,000
西浦　昭英� 5,000
古賀　　博� 5,000
藤野　泠子� 5,000

寄付金
中井　博雅� 5,000
無名氏� 1,400
無名氏� 950

◆関西セミナーハウス
寄付金
森口　克洋� 10,000
株式会社柴橋商会� 30,000
櫻楓会� 5,000
中井　博雅� 30,000

改修工事寄付金
日本ベッド製造株式会社� 30,000
島田　　恒� 30,000

◆関西セミナーハウス活動センター
賛助会費
細井　敏子� 5,000
松岡　蓉子� 5,000
塚本　誠一� 5,000
小山　　稔� 5,000
纐纈　好子� 3,000
北城　伊三郎� 5,000
松下　広子� 5,000
橘　　俟子� 10,000
江澤　　時� 5,000

竹中　百合子� 5,000
大島　順子� 5,000
織田　雪江� 5,000
宮田　満雄� 3,000
保田　　茂� 3,000
陶村　世佳子� 5,000
髙寺　幸子� 5,000
魚木　アサ� 5,000
中滝　孝明� 5,000
田中　潤治� 3,000
島田　　恒� 10,000
佐野　千枝子� 5,000
日髙　正宏� 10,000
水嶋　　保� 5,000
小澤　妙子� 5,000
岡山　孝太郎� 5,000
東　千代� 5,000
野田　純一・恵津� 10,000
松村　直子� 10,000
中村　信博� 10,000

寄付金
鈴木　崇裕� 532,001
姫野　眞知夫� 5,000
日本基督教団賀茂教会� 5,000
西村　久代� 5,000
橘　　俟子� 10,000
松原　千里� 3,000
小久保　正� 200,000
金山　顕子� 1,040
魚木　アサ� 5,000
島田　　恒� 10,000
阿部　志郎� 3,000
日髙　正宏� 10,000
真鍋　裕子� 5,000
日本基督教団希望ヶ丘教会� 10,000
松村　直子� 10,000
中村　信博� 30,000
金山　顕子� 1,040
京都キリスト教協議会（ＫＣＣ）� 20,000
�以上、感謝をもってご報告申し上げます。

賛助会費・後援会費・寄付金報告

財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
理事長　シュペネマン　クラウス

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 1Ｆ
TEL 03-3207-6198
FAX 03-3207-2478

E-mail:info@academy-tokyo.com

関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256

関西セミナーハウス
TEL 075-711-2115

E-mail:info@academy-kansai.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

財団本部� http://www.academy-nippon.com
関東活動センター�http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
� http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
� http://www.academy-kansai.org


